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( 写 真 ) 地 域 の 方々と共 に、植 栽 した 「アナベ ル」が 、3年 を迎 えて、施 設 の東 側 の外 周で、

白い可 愛 い花 を咲 かせ はじめました。



三 密 に注 意 しなが ら•••研 修 を行 っています。

全職 員 を対 象 に 「虐 待 防 止 研 修 」を行 いました。

新 しく配属され ました !
UM h

また、新 規 職 員 を対 象 に、車 いすの使 い方等 を
確 認 する 「介 護 研 修 」を行 いました。実 際 に車 い
すに乗 り施 設 内 を移 動 しました。車 いすか らの 目
線 や乗 り心地 を知 ることで 、より良い支援 につ な
げる初M彦となりました。
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コロナウィルス感染症対策(こついて 綾
ご利 用 者 の 安 全 • 健 康 を 第 一 に 考 え、ご利 用 者 へ の 面 会 、外 出 ・外 泊 の 終 日 中 止 等 の 対

応 に よ り、施 設 内 で の 感 染 予 防 の 徹 底 を 図 って きま した 。緊 急 事 態 宣 言 の 解 除 に 伴 い 、これ

まで 実 施 して きた 感 染 症 対 策 を原 則 継 続 させ な が ら、段 階 的 に 見 直 しを行 って い きます 。

※ 感 染 状 況 等 に よ って は 、再 度 の 制 限 を お 願 い す る ことも ご ざ い ます の で 、ご承 知 お きの ほ

と、、、宜 しくお 願 い 致 します 。

こねこね

出 張 調 理 とは …

栄 養 士 と調 理 師 が 、各 ユ ニ ッ トに 出 向 き、ご 利 用
者 の お 好 み の 一 品 をプ ラス で 提 供 します 。

今 回 は 、あ お ば • あ さ ひ ユ ニ ッ トで 、「ハ ン バ ー

グ 」 を 作 りま した 。 ご 利 用 者  に も、 ハ ンバ ー グ  だ ね
を こね て い た だ きま した 。

( ※ 衛 生 管 理 に は 、十 分 注 意 して い ます 。)

☆ 各ユニット

I 回ずつ行 います。

で きあ が り!

付 け合 わ せ は、み なさん が、大 好 き
なポ テ トで す。焼 きたての 「ハ ン
バ ー グ」は大 好 評 で した J>

お い しく

焼 け る か な ?



編集後記

コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 に振 り回 さ れ る年 度 の 始 ま り とな り ま した 。 日 々 の 生 活
を大 切 に、 ご利 用 者 の 様 子 等 を希 望 の 郷 通 信 て、、発 信 で きた ら と思 っ て お り ます 。

〒 I 89 - 00 I 2 東 京 都 東 村 山 市 萩 山 町 1丁 目 3 5 番 地 I 広 報 委 員 会
電 話 : 04 2- 3 I 2-  I 244 メ ー ル : kibounosat o@kibou- s.org

からん どりえ展

10周年を迎え ま し

20 19年 ¦ 2 月 12 日～
12 月 ¦ 7 日まて、'

白 矢 アー トスペ ース にて開 催

「か らん と、、りえ展 」は 、希 望 の 郷 東 村 山 を利 用 され て
い る 方 々 の 絵 画 作 品 展 で す 。 この 「か らん と、、りえ展 」

は 、当 施 設 を利 用 す る 方 の 絵 画 作 品 の 発 表 の 機 会

の 創 設 とそ の 素 晴 らしい 作 品 を 多 くの 方 に ご 覧 い た
だ くことを 目 的 として 、20 I 0年 に 第 I 回 を 吉 祥 寺 で

開 催 い た しま した 。第 3回 よ り、小 平 駅 近 くの 白 矢
ア ー トス ペ ー ス ( 白 谷 眼 科 医 院 隣 ) に 会 場 を移 し、

この 度 の 開 催 で ¦ 0周 年 を迎 え る ことに な りま した 。 作 品 展 示 ( 会 場 2階 )

ギャラリー トークイベ ントの様 子 ご協 力 いた だ いたボ ランティア ・スタッフの 皆さん

新 作 約 300点 の 展 示 を始 め 、これ まで の 歩 み を振 り返 る コー ナ ー や ダ ンス イベ ン ト、ギ ヤ

ラ りー トー ク を 開 催 し、大 盛 況 の ま ま展 覧 会 を 閉 じま した 。

］び 一 、 ー  , ・・ 現在 コロナウィルス感染症の関係で、ボランティア活動

ホ フ ノブ"イド募集 につきましては、お問い合わせください。

当施 設 は、あ なたの 「で きる」「や りた い」を必 要 としてい ます。様 々なボ ランティア を募 集 してい ますので 、ご 自分
の趣 味 や スキル を生 か してみ ませ ん か 。「裁 縫 」「園 芸 」「楽 器 演 奏 」「清 掃 」「イベ ン ト運 営 」「外 出付 き添 い」等 、
活 躍 で きる場 所 は 多岐 にわ た ります。

園芸ボランティア

施 設 内 の樹 木 の 勅 定 や
植 栽 、草 む い ス 畑 や 花 壇
の手 入 れ 等 の作 業 をお
願 い してい ます。一 緒 に
花 や 実 の あふ れ る庭 を作
りませ ん か ?

絵 画ボランティア

毎 週 水 曜 日に開 催 され る
「絵 画 活 動 」にお いて、利 用
者 の 皆さん のサ ポ ー トをお
願 い してい ます。色 彩 の 洪
水 の世 界 に、一 緒 に浸 って
み ませ ん か ?


